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脳内貧喰細胞，特にミクログリアの脂肪貧喰の態度について
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OF PHAGOCYTOSING FAT BY MICROGLIAS 

by 
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(Chief: Prof. Dr. CHISATO ARAKI) 

The fat granule cells which appear with injury of the brain are approved bγ 

many investigators to have originated from microglias and histiocytes of the 
perivascular sheath. 

The author injected into the cerebral parenchyma of rabbit fat emulsion 

containing 20% sesame oil which was invented by Dr. HIGAsA from the 2nd 
Surgical Division of our University Medical School for intravenous administration, 
and studied the intracerebral reactions at variable time intervals. The results 
obtained were as follows : 

1. With oil-red-o staining after HoRTEGA’s stain, it was confirmed that microglias 
undoubtedly phagocytosed the fat emulsion injected (Figs. 1, 2 and 4). 
2. This fat emulsion invented by Dr. HIGAsA had little irritability against 
the intracerebral cells. The emulsion was partly phagocytosed, but largely and 
promptly absorbed; the fact which indicated the harmlessness of the emulsion. 
3. The proliferation of microglias in the case of injection of the fat emulsion 

W邸 justthe same as in the case of simple puncture with heated needle (Figs. 2 
and 3). In other words, the proliferation occurred as the result of a mechanical 
stimulus. 

4. The degree of phagocytosing the fat was more pronounced in the 1st to 
2nd day in the case of injection of the fat emulsion than that of cerebral combus-

tion (Figs. 2 and 3). However, nearly the same degree in either case thereafter 

(Figs. 4 and 5) . 

5. The degree in which the fat was stained was the same both when fat 

staining was done after silver impregnation and vice versa. 

第1章緒 冨
F十を，次いで私はカルミ ンを家兎大脳実質内に直接注

入して，脳内に存する組織球性食喰細胞が之等を食喰

するのみならずp ミクログリアに由来する食喰細胞もミクログリアの食喰能については教室の佐々木が墨
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確実に曇粒子並びにカルミンを食I食する事実を示し

fこ．

一方脳損傷の際現われる脂肪穎粒細胞に関してはp

多数の学者によりミ クログリア及び血管周囲等の組織

球より由来すると言われており，且つ細胞内に脂肪頼

粒の存することが知られている．

上記の事実より，ミクログリアが脂肪を食喰するこ

とが想像されるのでP 私は実験的に微細脂肪頼粒を家

兎大脳実質内に注入してP ミクログリア並びに他の脳

内食喰細胞が脂肪を食喰する事を確めようとしP 併せ

て脂肪頼粒細胞と，之等食喰細胞との関係、 を追及し

fこ．

第2章実験方法および材料

主として体重2kg以上の正常成熟家兎を使用しP 下

記脂肪製剤を大脳実質内に注入し，時間の経過を追っ

てF 脳内食喰細胞の脂肪食喰の態度を追及した．尚脳

損傷に際して脂肪願粒細胞が出現するので，対照とし

て熱針による穿刺損傷実験を行いp 脂肪注入後同一時

期のものと比較検討した．

実験に使用した脂肪製剤は京都大学外科学教室第2

講座日笠頼則講師が静脈注射用として創製，実験中の

脂肪乳剤を使用した．精製ゴマ泊約20?oを含有するも

のである．他に安定剤としてブドウ糖p レチチン，ソ

ルピトール誘導体等を含有する．又肝油乳剤をも使用

した．

脂肪乳剤を注入する方法は私が先にカノレミン注入を

為したと同様で，上記乳剤約0.05ccを大脳実質内に；j:

入した．叉鎚液中への注入は大槽穿刺によった．切片

の製作も叉カルミ ンの場合と同様にした．

染色法は法の方法によった．

I) Hortega染色後oilred-o B旨肪染色．

2) oil-red-o脂肪染色後ヘマトキシリン染色．

oil-red-o染色法は微細な脂肪を強力に染色する為

に下記の如く行った.Hortega染色を実施した後充

分水洗し， 40%イソプロピルアルコール液に短時間浸

ける.oil-red-o液（後述） にて15～30分染色後40"'"

イソプロピルアルコールで短時間洗い，次に209五同液

で洗って水f先p アパチゴムシロップにて封入する．

oil-red-o液調製法．

oil-red-o (National Anilin Di、isionU.S. A.J 0.2 
～0.5gをIOOccのイ ソプロピルアルコールに溶解し

飽和液を作る． 染色直前に上記飽和液に水を加え60%

にうすめる. 5～IO分放置後泌過する．減液が30分以

内に潤濁したり，沈澱を生じた時は再度鴻過して染1

に用いる．

3) Hortega-Sadan Ill染色法

Sudan Ill染色法は麻田の強力脂肪染色法を用いた

即ち Hortega染色後切片を充分水洗し， 40%アル＝

ール中に数分間浸し， 下記SudanIll染色液中に入t

密栓し，室温にて15～30分間染色する．次に20%7A

コール中で洗って水洗p アパチゴムシロップにて封λ

する．

染色液 55～60% alkohol 100,0cc ¥ 

ix-Naphtol I.Og ~ 

Sudan Ill・・…・ ー－過剰 ) 

以上を混じ Wasserbad中にて5分間煮沸，密栓し

て室温に放置い染色に際してはその都度鴻過使用す

る．

染色の結果は oil-red-aによる方が一定で秀れてい

る．Sudan司Illは製品によ り微細脂肪の検出が不安定

となり易い．

第3章組織学的所見

A) 髄波内脂肪乳剤注入例．

注入後5分で死亡した例では蜘網膜下鐙に脂肪を認

め，その大部分は細胞外に遊縫して存在するが，一部

は細胞に貧喰せられている．又一部は脳血管周囲怪の

細胞に食喰せられている．之等喰細胞は突起を有しな

い．組織球と考えられる．

注入後60分例に於ては蜘網膜下座並びに血管周囲墜

の組織球に食喰せられている脂肪を証明し得るが，一

部は細胞外に遊離している．

注入後4時間例に於ても蜘網膜下腔並びに血管周囲

睦に食喰せられた脂肪を認める．

24時間例に於てはp ごく一部の脂肪が，貧喰せられ

て残存しているのみである．

更に48時間に達すると脂肪の痕跡を認め得るに過ぎ

ず＇ 72時間になれば全く脂肪を証明し得ない．

髄液内注入例に於ては脳内ミクログリアは正常型を

呈し，脂肪を食喰しているものは証明出来なかった．

BJ 脳実質内脂肪手L剤注入例並びに熱針刺入の対

照実験例．

I) 脂肪乳剤j注入後8時間例．

注入局所の細胞外に脂肪は明かに存在している．穿

刺中心部附近の細胞内には脂肪は見られない．蜘網膜

下降の細胞が脂肪を食喰している．

2) 熱傷後8時間例．

損傷附近のミクログリアは破壊されている.D旨肪！:l:
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標本中どこにも見られない．

3）脂肪注入後24時間例．

脂肪の存する場所は細胞体内とは限らない．注入さ

れた脂肪が細胞外に遊離して存するものもある．又ミ

クログリアは既に脂肪頼粒細胞に変化しているのがあ

り，脂肪を食喰している． （第1図）

血管壁に存する組織球内に存する脂肪は極めて僅か

である．尚組織球の銀の染色度はミクログリアに比し

梢々 淡い．

4) 熱傷後24時間例．

穿刺中心部及び近接部に於て淡赤色に染る変性脂肪

を僅かに証明し得る．この脂肪は細胞体外に遊麗して

存在し，食喰されてはいない．

ミクログリアも変形はしているが，脂肪を食喰して

いるものはない．

5) 脂肪注入後48時間例． （第2図）

ミクログリアの肥大型p アメーパ型に大量に脂肪が

食喰されている．血管壁及び蜘網膜下座の組織球も又

大量に脂肪を食喰する．

6）熱傷後48時間例． （第3図）

脂肪は中心部並びにその附近に熱傷後24時間例に比

べでは明瞭に存在するが，脂肪注入後48時間例に比す

れば染色の度は透かに淡い．

ミクログリア及び組織涼も少量脂肪を食喰している

が，之も脂肪注入例に比すれば極めて僅かである．

ミクログリアの変形の程度は脂肪注入例と略々間程

度である，

7）脂肪注入後3日例及び熱傷後3日例．第4図，

第5図）

48時間例に認められた脂肪食喰の程度の著しい差異

は尚3日例に長ても若干認められるがp その差は48時

間例に比べると少い．

8) 同4日例及びそれ以後の例． （第6図）

4日例7目例等に於ては上記の差異はほとんど無

い．即ち脂肪注入例に於ても，単なる熱傷によるもの

でも，穿刺中心部及びその附近には脂肪を食喰してい

るミクログリア並びに組織球が共に多数認められる．

第4章考 察

1）銀染色と脂肪染色との重染色について．

Str・uwe(1925）は銀染色後脂肪染色を Scharlach・

rotにて行えばp 微細脂肪頼粒は銀によって覆われて

しまうので，脂肪染色後ヘマト キシリンによって後染

色を行った．かくて3種のグリアの脂肪食喰の態度を

論じ， 3種のグリアの区別は Metzも述べたように，

核の形と位置的関係から区別出来るとした．

然しながら私の実験のように， 脳損傷によって変化

したグリア特にミクログリアに就て論ずる場合にはp

ヘマトキシリン染色では確かでない．

私はHortega銀染色を行った後，強力な脂肪染色

法を行って上記の飲点を除くことが出来た．

2) 髄液内脂肪乳剤注入について．

鑑液中に注入された脂肪はp 速かに蜘網膜下座並び

に血管周囲墜に存在する組織球に食喰され1～2日に

して証明されなくなったが，これは麻田が同じ脂肪乳

剤を家兎に静脈注射して肝臓の星細胞並びに稗臓内に

存する脂肪に就て検査した成績とよく一致する．共に

組織球に属する喰細胞なるが為であろう．

3) 実験的脂肪注入例と単なる熱傷との比較．

脳損傷に際して破綾された脳組織が脂肪変性におち

いりp これらの脂肪を組織球並びにミクログリアが食

喰する事は既に先人の研究に於て明かである．猪原は

兎脳に外傷を加え＇24時間にして軟脳膜の組織球内に

脂肪を証明しP 2～3日にしてミクログリアが脂肪を

食喰していると述べている． 私の単なる熱傷による対

照実験の所見も之に略々一致する．

上記熱傷による脂肪貧喰の程度と，実験的に注入さ

れた脂肪食喰の程度との差はp l日及び2日例では極

めて著しい． 後者の方が透かに著明である．このこと

は注入された脂肪もミクログりアに食喰せられること

を意味する．

第5章結 論

1) 脳内食喰細胞には2種ある． ーは強い食喰能力

を持つ組織球であり，他は比較的弱い食喰能力を持つ

ミクログリアである．

2) 私は Hortega染色後強力な脂肪染色によって

ミクログリアが確実に脂肪を食喰するのを確めた．

3) 日笠頼則講師創製の脂肪乳剤の脳内細胞に対す

る刺斡性は弱い．急速に吸収せられてしまう．この点

からもこの製剤の優秀性を確め得た．

4) 脂肪乳剤注入によっても， 単なる熱傷によって

もミクログリアの増殖の程度は同じである．即ちミ ク

ログリアの増殖は主として機械的刺般によっておる．

5) 脳内に注入された脂肪もミ クログリアによって

食喰される．脂肪の食喰程度は脂肪注入の場合の方

がp 脳熱傷の場合よ りも始めの1～2日は高度である

が，其後は両者殆んど同程度となる．

6) 銀染色の後脂肪染色を行っても，脂肪染色の後

銀染色を行っても脂肪の染色の程度は同一である．
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Fig. l 脂肪乳剤注入後24時間．脂肪を食喰せる
ミケログリア．

Fig. 3 熱刺傷後2日．脂肪を食喰せるミクログ

リア．

Fig" 5 熱刺傷後3日． 脂肪を食喰せるミクログ
リア

Fig-. 2 脂肪乳剤注入後2日．脂肪を貧喰し変化
せるミクロゲリア.cは穿刺中心；＇；；；，

Fig. 4 脂肪乳剤注入後3日．脂肪を食喰せるミ

クログリア．

Fig" 6 熱刺傷後4日． 穿刺中心部に出現せる強
！変に脂肪を食喰せる細胞群．


